
   

   
   

テテーーママ  

「「音音声声了了解解度度評評価価ととそそのの客客観観的的推推定定方方法法」」  
Subjective Speech Intelligibility Evaluation and its Estimation 

講講演演者者：：山山形形大大学学大大学学院院・・理理工工学学研研究究科科  電電気気電電子子工工学学分分野野 

 教授 近藤 和弘 氏 

日日  時時：：平平成成２２９９年年２２月月３３日日（（金金））１１５５：：３３００～～１１７７：：３３００  

場場  所所：：情情報報科科学学系系講講義義棟棟  大大講講義義室室 

                                                                                       

   

   

   

         

   

   

   

   

講講演演者者略略歴歴：：  

  

11999944 年年 33 月月  早早稲稲田田大大学学大大学学院院理理工工学学研研究究科科修修了了  

11998844 年年 44 月月  日日立立製製作作所所中中央央研研究究所所  

11999922 年年 88 月月  テテキキササスス・・イインンススツツルルメメンンツツ筑筑波波研研究究開開発発セセンンタターー  

11999955 年年 22 月月  TTeexxaass  IInnssttrruummeennttss  IInncc..  DDSSPP  RR&&DD  CCeenntteerr  

11999988 年年 66 月月  早早稲稲田田大大学学  博博士士（（工工学学））  

11999999 年年 44 月月  山山形形大大学学工工学学部部  助助教教授授  

22001155 年年 44 月月  山山形形大大学学大大学学院院理理工工学学研研究究科科  教教授授  

  

講講演演要要旨旨：：    

  

講講演演者者ららがが提提案案ししてていいるる二二者者択択一一型型音音声声了了解解度度のの概概要要とと、、学学習習効効果果、、親親密密度度、、話話者者性性別別ななどどのの要要因因ががここのの方方法法でで

測測定定ししたた了了解解度度にに与与ええるる影影響響をを述述べべるる。。ままたた、、加加算算雑雑音音にによよるる劣劣化化測測定定、、ママススキキンンググ効効果果測測定定、、立立体体音音響響環環境境ででのの

競競合合騒騒音音にによよるる劣劣化化測測定定へへのの応応用用例例ににつついいてて解解説説すするる。。ささららにに、、被被験験者者をを用用いいずずにに音音声声認認識識、、機機械械学学習習等等をを用用いい

てて劣劣化化音音声声のの客客観観的的量量かからら主主観観音音声声了了解解度度をを推推定定すするる試試みみににつついいててもも紹紹介介すするる。。  

情報科学系セミナー（第５回） 

参参参加加加申申申込込込・・・予予予約約約ははは不不不要要要ででですすす。。。直直直接接接会会会場場場にににおおお越越越しししくくくだだださささいいい。。。   

おおお問問問合合合せせせ先先先：：：共共共通通通事事事務務務管管管理理理課課課共共共通通通事事事務務務第第第二二二係係係（（（EEE---mmmaaaiiilll：：：iiisss---ssseeecccrrr）））   


